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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈7月1日現在〉�
合�計�＝�152,275人�（＋42）�（　）内は前月比�
男�＝�75,435人�（＋25）�
女�＝�76,840人�（＋17）�
世�帯�＝�57,452世帯�（＋66）�
【予算】�〈7月1日現在〉�
一 般 会 計＝344億3,324万8千円�
特別・企業会計＝389億9,429万3千円�

開業ま�で 日 40つく�ば� 
エク�ス�プ�レ�ス� 

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします
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昨
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に 

「
平
和
へ
の
願
い
を
折
り
鶴

に
込
め
て
広
島
に
贈
ろ
う
」

と
呼
び
掛
け
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
約
５
万
５

千
羽
の
折
り
鶴
が
市
役
所
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
想
い
を

強
く
実
感
し
た
と
こ
ろ
で 

す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
折
り
鶴
は
、

市
職
員
が
昼
休
み
時
間
や
家

庭
に
持
ち
帰
り
、
ま
た
、
趣

旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
流
山

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
方
々
が
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
糸
を
通
し
千
羽
鶴
に
ま
と

め
ま
し
た
＝
写
真
下
。

　昨年、市民の皆さんから寄せられた５万５千羽の折り鶴

戦後６０年を迎え戦後６０年を迎え

世界の平和願う世界の平和願う
　

こ
と
し
は
戦
後　

年
の
節
目
の
年
。
こ
の
記
念
の
年
に

６０

当
た
り
、
恒
久
平
和
を
願
う
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
何
を

訴
え
、
ど
う
歩
み
を
進
め
て
い
け
ば
良
い
の
か
―
。
昭
和

　

年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い　

年
目
を
迎
え
る
本

６２

１９

市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
終
戦
記
念
日
の
８
月　

日
に

１５

合
わ
せ
、
広
島
平
和
記
念
公
園
に
市
民
手
づ
く
り
の
「
平

和
を
願
う
千
羽
鶴
」
を
贈
る
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

鶴
を
折
り
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
想
い
を
広
島
に
お
届
け

し
ま
す
。

手
づ
く
り
の
千
羽
鶴
を
広
島
へ

手
づ
く
り
の
千
羽
鶴
を
広
島
へ

　

こ
と
し
市
で
は
、
終
戦
記

念
日
の
８
月　

日
に
合
わ
せ
、

１５

広
島
平
和
記
念
公
園
を
訪 

れ
、「
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
」

を
届
け
る
予
定
で
す
。

　

世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の
被

爆
国
と
し
て
、
私
た
ち
は
こ

れ
か
ら
も
恒
久
平
和
を
目
指

し
歩
み
を
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、

あ
な
た
も
平
和
へ
の
願
い
を

込
め
て
鶴
を
折
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

折
り
紙
と
折
り
鶴
を
入
れ

る
箱
の
設
置
場
所
は
、
市
役

所
、
中
央
図
書
館
、
森
の
図

書
館
、
各
公
民
館
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

家
に
あ
る
チ
ラ
シ
な
ど
で

鶴
を
折
っ
て
、
箱
に
入
れ
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す

（
基
本
サ
イ
ズ
は
、　

セ
ン

１０

チ
四
方
で
す
）。皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
募
集
期
間
＝
８
月
５
日

�
ま
で
▽
折
り
鶴
の
展
示
期

間
＝
８
月　

日
�
〜　

日
�

１０

１２

▽
展
示
場
所
＝
市
役
所
１
階

ロ
ビ
ー

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―
６
０
６
４

　

市
で
は
、
廃
棄
物
対
策
審

議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま 

す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
学
識
経

験
者
や
関
係
団
体
の
代
表
な

ど　

人
で
構
成
さ
れ
、
一
般

１５
廃
棄
物
の
減
量
お
よ
び
適
正

な
処
理
の
推
進
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
募
は
、
市
民
の

代
表
６
人
に
つ
い
て
募
集
す

る
も
の
で
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
次
の
要
件

（
①
〜
③
）
を
す
べ
て
満
た

す
方
…
①　

歳
以
上
の
市
民

２０

②
本
市
の
他
の
審
議
会
等
の

委
員
で
な
い
方
③
国
も
し
く

は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま

た
は
職
員
で
な
い
方
▽
募
集

人
員
＝
６
人
▽
活
動
内
容
＝

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
へ

廃
棄
物
対
策
審
議
会
委
員
を
公
募

年
５
回
程
度
の
会
議
（
平
日

の
昼
間
に
開
催
）
▽
報
酬
＝

日
額
７
２
０
０
円
（
交
通
費

含
む
）
▽
任
期
＝
委
嘱
の
日

か
ら
２
年
間
（
平
成　

年　
１７

１０

月
委
嘱
予
定
）
▽
応
募
方
法

＝
「
本
市
の
廃
棄
物
行
政
に

つ
い
て
の
考
え
」
を
１
０
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
（
任
意

様
式
）、環
境
保
全
課
お
よ
び

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
８
月　

日
（
必
着
）
ま

１５

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７
４

流
山
市
下
花
輪
１
９
１
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ

risa
ik
u
ru
@
city
.

ー
ル（    
  
 
  
 
    
  

n
a
g
a
re
y
a
m
a
.c
h
ib
a
.

 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
  

jp   

）
で
の
応
募
も
可
）
※
提

出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
▽

選
考
方
法
＝
選
考
委
員
会
に

よ
る
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０
／
�

７
１
５
０
―
８
０
７
０

�
　

戦
没
者
等
が
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
当
時
の
３
親
等
内

の
親
族
で
、
平
成　

年
４
月

１７

戦
没
者
等
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

１
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

遺
族
内
に
い
な
い
場
合
に
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
戦
後　

年
に
当

６０

た
り
、
国
と
し
て
あ
ら
た
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
も
の
で

す
。

　

▽
支
給
内
容
＝
額
面　

万
４０

円（　

年
償
還
の
記
名
国
債
）

１０

▽
請
求
期
限
＝
平
成　

年
３

２０

月　

日
▽
請
求
窓
口
＝
社
会

３１
福
祉
課
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
９

�
　

８
月
１
日
か
ら
、「
被
爆
者

健
康
管
理
見
舞
金
」
の
支
給

被
爆
者
健
康
管
理

見
舞
金
を
支
給

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
見
舞
金
は
、
原
子
爆

弾
に
よ
り
被
爆
し
た
方
の
闘

病
な
ど
の
労
苦
に
報
い
、
健

康
の
保
持
や
生
活
意
欲
の
増

進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

▽
対
象
＝
平
成　

年
８
月

１７

１
日
現
在
、本
市
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
（
外
国
人
登

録
原
票
を
含
む
）
に
登
録
さ

れ
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持

つ
方
▽
支
給
額
＝
１
０
０
０

０
円
▽
申
請
期
間
＝
８
月
１

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜

１２

を
除
く
）
▽
申
請
方
法
＝
被

爆
者
健
康
手
帳
と
印
か
ん
、

預
金
通
帳
な
ど
口
座
番
号
の

分
か
る
も
の
を
持
参
の
上
、

社
会
福
祉
課
へ

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
９

　

こ
と
し　

回
目
を
迎
え
る 

３０

「
流
山
花
火
大
会
」
は
、
８

月　

日
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

２４
レ
ス
の
開
業
を
記
念
し
、
３

第３０回流山花火大会

ＴＸ開業記念して
８月２７日、江戸川堤で

日
後
の　

日
�
に
開
催
し
ま 

２７

す
。

　

会
場
の
江
戸
川
堤
ま
で
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
新

駅
「
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
」
か
ら
徒
歩
で
約　

分
２０

で
す
。
開
業
間
も
な
い
Ｔ
Ｘ

に
乗
っ
て
、
花
火
を
見
に
行

き
ま
せ
ん
か
。

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�　

２７

１８

時　

分
〜　

時
※
雨
天
、
荒

３０

２０

天
の
場
合
は
翌　

日
�
に
順

２８

延
▽
場
所
＝
江
戸
川
堤
（
流

山
１
〜
３
丁
目
地
先
）
▽
交

通
＝
総
武
流
山
電
鉄
流
山

駅
、
平
和
台
駅
下
車
徒
歩
５

分
、
Ｔ
Ｘ
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
駅
下
車
徒
歩　

分
２０

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
内
流
山

花
火
大
会
実
行
委
員
会
�
７

１
５
８
―
６
１
１
１

醸
造
の
ま
ち
、流
山

　

日
か
ら
博
物
館
で
企
画
展

１６

　

博
物
館
で
は
、
７
月　

日
１６

か
ら
企
画
展「
醸
造
の
ま
ち
、

流
山－

酒
・
み
り
ん
・
醤
油

・
味
噌－

」
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
み
り
ん
と
い
え
ば
流
山
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
江
戸

時
代
か
ら
現
在
ま
で
み
り
ん

は
流
山
の
特
産
品
で
す
。
企

画
展
で
は
、
古
文
書
や
古
写

真
、
醸
造
道
具
な
ど
３
９
１

点
を
展
示
し
て
、
み
り
ん
を

は
じ
め
流
山
で
の
酒
や
し
ょ

う
ゆ
、
み
そ
な
ど
の
醸
造
業

の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�
〜

１６

９
月　

日
�
▽
時
間
＝
９
時

１９

　

分
〜　

時
▽
休
館
日
＝
月

３０

１７

曜
※
７
月　

日
�
・
９
月　

１８

１９

日
�
は
開
館
、
７
月　

日
�

１９

・
８
月　

日
�
は
休
館
▽
場

３１

所
＝
博
物
館
▽
入
場
料
＝
無

料
　

【
企
画
展
講
演
会
】

　

企
画
展
に
関
す
る
講
演
会

「
日
本
の
味
、醸
造
の
歴
史
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�　

１８

１３

時　

分
〜
▽
場
所
＝
中
央
図

３０
書
館
▽
定
員
＝　

人
（
先
着

５０

順
）
▽
講
師
＝
田
中
則
雄
さ

ん
（
よ
み
う
り
文
化
セ
ン
タ

ー
講
師
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う　

日
１５

９
時
か
ら
電
話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４
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下
水
道
使
用
料
を
改
定

下
水
道
使
用
料
を
改
定

　
　
　
　

月
１
日
使
用
分
か
ら
適
用

１０

　

市
で
は
、　

月
１
日
使
用

１０

分
か
ら
の
下
水
道
使
用
料
を
、

別
表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
後
４
年
間
の

下
水
道
財
政
計
画
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
下
水
道
使
用
料

等
が
財
源
と
な
っ
て
い
る
管

理
運
営
費
の
増
加
が
下
水
道

経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
こ
う
し
た
事
態
の

解
消
を
図
る
た
め
、
必
要
最

小
限
の
改
定
を
行
う
も
の
で

す
。

　

下
水
道
を
整
備
す
る
建
設

費
は
、
受
益
者
負
担
金
や
国

費
、
市
債
（
借
入
金
）
な
ど

が
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
主
な
改
定
理
由 

は
、
処
理
場
や
管
渠
等
の
管

理
運
営
費
な
ど
の
「
維
持
管

理
費
」
お
よ
び
下
水
道
建
設

の
際
の
借
入
金
の
返
済
費
な

ど
の
「
資
本
費
」
か
ら
な
る

管
理
運
営
費
の
う
ち
、
こ
の

資
本
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、
近

年
降
雨
時
の
汚
水
量
の
増
加

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
解
消
し
、
皆
さ
ん
に
安

全
を
提
供
す
る
た
め
の
不
明

水
対
策
も
急
が
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

現
在
の
使
用
料
収
入
で
は
、

こ
れ
ら
の
経
費
を
賄
い
き
れ

ず
、
ま
た
一
般
会
計
繰
入
金

（
税
金
等
）
の
増
額
で
賄
う

こ
と
は
、
他
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
下
水
道
を
使
用

し
て
い
る
方
と
、
使
用
し
て

い
な
い
方
の
公
平
と
、
資
本

費
の
増
額
分
を
賄
う
こ
と
の

み
を
考
慮
し
、
平
成
５
年
度

の
改
定
以
後
、　

年
間
据
え

１１

置
い
て
き
た
下
水
道
使
用
料

を
、
平
均
９
・
３
％
引
き
上

　

第
２
回
定
例
会
の
最
終
日

６
月　

日
に
、
監
査
委
員
の

２７

選
任
な
ど
人
事
案
件
３
件
を

提
案
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
監

査
委
員
の
前
任
者
田
中
人
實

議
員
が
６
月　

日
付
で
退
職

３０

し
た
こ
と
に
伴
い
、
後
任
に

�
橋
ミ
ツ
子
議
員
を
選
任
。

ま
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
大
塚
信
昌
氏
お

よ
び
川
嶋
英
幸
氏
の
任
期
が

６
月　

日
を
も
っ
て
満
了
し

３０

た
こ
と
に
伴
い
、
大
塚
信
昌

氏
を
再
任
、
川
嶋
氏
の
後
任

に
川
名
圭
二
氏
を
選
任
す
る

げ
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
昭
和　

年
に

４８

下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
現

在
、
松
ケ
丘
や
西
平
井
、
東

深
井
地
区
な
ど
で
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年
１６

度
末
で
の
下
水
道
普
及
率
は

　

％
と
市
民
の
半
分
強
し
か

５７下
水
道
を
使
用
で
き
な
い
状

況
で
す
。

　

下
水
道
事
業
の
健
全
な
運

営
と
、
引
き
続
き
整
備
計
画

に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
る
た

め
に
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
６

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

【
�
橋
ミ
ツ
子
氏
の
略
歴
】

　

昭
和　

年
７
月　

日
生
ま

２１

２０

れ
。
平
成
３
年
５
月
に
市
議

会
議
員
初
当
選
、
現
在
４
期

目
。
江
戸
川
台
東
４
丁
目
在

住
。

　

【
大
塚
信
昌
氏
の
略
歴
】

　

昭
和　

年
４
月
７
日
生
ま

１６

れ
。
市
都
市
計
画
審
議
会
専

門
委
員
、
市
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。

向
小
金
２
丁
目
在
住
。

　

【
川
名
圭
二
氏
の
略
歴
】

　

昭
和　

年　

月　

日
生
ま

２２

１１

１２

れ
。
千
葉
司
法
書
士
会
綱
紀

委
員
会
委
員
、
千
葉
司
法
書

士
会
柏
支
部
長
な
ど
を
歴
任
。

加
１
丁
目
在
住
。

消
防
団
長
に
加
藤
氏

　

本
市
消
防
団
で
消
防
団
長

と
し
て
活
躍
を
さ
れ
た
小
澤

茂
之
氏
が
６
月　

日
付
で
勇

３０

退
し
、
７
月
１
日
付
で
新
た

に
加
藤
勝
夫
氏
が
消
防
団
長

と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

　

【
加
藤
勝
夫
氏
の
略
歴
】

　

昭
和　

年
７
月　

日
生
ま

２１

１６

れ
。
昭
和　

年
４
月
に
消
防

４１

団
入
団
。
分
団
長
、
方
面
隊

長
、
平
成
３
年　

月
か
ら
副

１２

団
長
を
歴
任
。
中
野
久
木
在

住
。

介護保険料の納入通知書

きょう１５日に発送

―　対象は６５歳以上　―

　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保

１７

険
料
の
納
入
通
知
書
を
、
き

ょ
う　

日
に
発
送
し
ま
す
。

１５

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

被
保
険
者
の
方
々
の
相
互
扶

助
の
精
神
に
基
づ
き
運
営
さ

れ
て
い
る
保
険
制
度
で
す
。

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険

１７

料
は
、
所
得
割
、
均
等
割
、

平
等
割
と
も
据
え
置
き
に
な

っ
て
い
ま
す
（
別
表
参
照
）。

　

※
国
民
健
康
保
険
料
は
納

期
限
内
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
入

に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

保
険
料
の
納
入
通
知
書

き
ょ
う　

日
に
発
送

１５

国民健康
保　　険

お
勧
め
し
ま
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
７

�
　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
か
ら
国
民
健
康
保
険
料

や
保
健
事
業
な
ど
に
対
す
る

ご
意
見
を
伺
い
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
や
事
業

計
画
作
成
な
ど
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

同
協
議
会
は
、
被
保
険
者
を

代
表
す
る
委
員
や
保
険
医
・

保
険
薬
剤
師
を
代
表
す
る
委

員
な
ど　

人
で
構
成
さ
れ
て

１３

い
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
次
の
要
件

（
①
〜
④
）
を
す
べ
て
満
た

す
方
…
①
本
市
の
国
民
健
康

国
保
運
営
協
議
会

委
員
を
公
募

保
険
被
保
険
者
で
満　

歳
以

２０

上
の
方
（
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
方
を
含
む
）
②
過
去

２
年
間
保
険
料
の
滞
納
が
な

い
方
③
民
間
人
の
方
④
本
市

の
他
の
審
議
会
等
の
委
員
に

な
っ
て
い
な
い
方
▽
募
集
人

員
＝
４
人
▽
活
動
内
容
＝
年

３
〜
４
回
程
度
の
会
議
（
平

日
開
催
予
定
）
▽
報
酬
＝
日

額
７
２
０
０
円
▽
任
期
＝
９

月
１
日
〜
平
成　

年
８
月　

１９

３１

日（
２
年
間
）▽
応
募
方
法
＝

国
民
健
康
保
険
事
業
に
関
す

る
考
え（
テ
ー
マ
は
自
由
）を

１
０
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
経
歴
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月

　

日（
必
着
）ま
で
に
〒
２
７

１５０
―
０
１
９
２
流
山
市
役
所

国
保
年
金
課
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
▽
選
考
方
法
＝
市
の
選

考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

を
応
募
者
全
員
に
通
知
※
応

募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
７

　

平
成　

年
度
介
護
保
険
料

１７

の
納
入
通
知
書
を
、
き
ょ
う

　

日
に
発
送
し
ま
す
。

１５
　

対
象
と
な
る
方
は
、　

歳
６５

以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険

者
）
で
す
。

　

介
護
保
険
料
の
納
入
方
法

は
、「
特
別
徴
収
」
と
「
普
通

徴
収
」
の
２
種
類
に
分
か
れ

ま
す
。

　

な
お
、
第
１
号
被
保
険
者

の
介
護
保
険
料
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　

【
特
別
徴
収
】
年
金
が
支

給
さ
れ
る
時
点
で
、
介
護
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す

（
年
金
受
給
額
が
年
額　

万
１８

円
以
上
の
方
。障
害
者
年
金
、

遺
族
年
金
以
外
の
方
）。

　

【
普
通
徴
収
】
市
が
発
送

す
る
納
入
通
知
書
に
記
載
の

あ
る
金
融
機
関
で
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※
介
護
保
険
料
は
納
期
限

内
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、保
険
料
の
納
入
に
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す

　

□問
 

高
齢
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
０
（
賦
課
お

よ
び
特
別
徴
収
に
つ
い
て
）

／
国
保
年
金
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
７
（
普
通
徴
収
お

よ
び
口
座
振
替
に
つ
い
て
）

監
査
委
員
に
�
橋
ミ
ツ
子
氏

市
議
会
第
２
回
定
例
会
で
可
決

表１　下水道使用料金表
（２カ月につき、消費税込み額）

使用料（円）
区　　分

現　行改定後
１,７４３.００１,８９０.００２０�以下基本使用料

１０５.００１１５.５０２１～　４０�

超過使用料
（１�当たり）

１３１.２５１４１.７５４１～　６０�

１５７.５０１７３.２５６１～１００�

１８９.００２０４.７５１０１～２００�

２３１.００２４６.７５２０１～４００�

２８３.５０２９９.２５４０１�以上

※１０月使用分からの改定となるため、１２月検
針分から新使用料を適用します
※口座振替の場合は、平成１８年１月１０日口座
振替分から新料金となります

表２　使用水量別下水道使用料と算定方法
使用料（円）

使用水量（�）
現　行改定後
１,７４３１,８９００～２０
２,７９３３,０４５３０
３,８４３４,２００４０
５,１５５５,６１７５０
１２,７６８１３,９６５１００
１０６,２１８１１３,７１５５００
２４７,９６８２６３,３４０１,０００
５３１,４６８５６２,５９０２,０００

【改定後の計算例】２カ月で５０�を使用した場合
基本使用料　２０�まで ＝１,８９０円
超過使用料　２１～４０�まで
　　　　　　　　２０�×１１５.５０円＝ ２,３１０円
　　　　　　４１～５０�まで
　　　　　　　　１０�×１４１.７５円＝ １,４１７.５円

合計 ５,６１７円
（端数切り捨て）

第１号被保険者（６５歳以上の方）の介護保険料
該当となる要件年間保険料段　階

生活保護または老齢福祉年
金の受給者で世帯全員が
住民税非課税者の場合等

１０,２００円
基準額×０.３

第１段階

本人が住民税非課税者であ
り、かつ世帯全員が住民
税非課税者の場合等

２３,８００円
基準額×０.７

第２段階

本人は住民税非課税者で
も、世帯内に住民税課税者
がいる場合等

３４,１００円
基準額

第３段階

本人が住民税課税者で、
前年の所得額が２００万円未
満等

４２,６００円
基準額×１.２５

第４段階

本人が住民税課税者で、
前年の所得額が２００万円以
上１,０００万円未満等

５１,１００円
基準額×１.５

第５段階

本人が住民税課税者で、
前年の所得額が１,０００万円
以上の場合

６８,２００円
基準額×２.０

第６段階

●医療分保険料＝①所得割＋②均等割＋③平等割
内　　容平成１７年度区　分

前年の所得から市民税基礎控除額３３万
円を差し引いた額に料率を掛けます８.６０%①所得割

（料率）
世帯の加入人数に応じ計算
（２０,４００円×加入者数）２０,４００円②均等割

１世帯につき１５,６００円を賦課１５,６００円③平等割

賦課される限度額５３０,０００円限度額

※所得割、均等割、平等割とも据え置き

●介護分保険料＝④所得割＋⑤均等割
（４０歳以上６５歳未満までの方（介護第２号被保険者）のみ対象）

内　　容平成１７年度区　分
前年の所得から市民税基礎控除額３３万
円を差し引いた額に料率を掛けます１.３０%④所得割

（料率）
世帯の加入人数に応じ計算
（１２,０００円×加入者数）１２,０００円⑤均等割

賦課される限度額８０,０００円限度額

※所得割、均等割とも据え置き

国民健康保険料＝医療分保険料＋介護分保険料
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至流山�

至府中本町�

JR武蔵野線�

保留地�

総武�
流山電鉄�

JA流山市�

区画整理事務所�

至秋葉原�

至東京�

至馬橋�

流山�
セントラルパーク駅�

平
和
台
駅�

鰭
ヶ
崎
駅�

南
流
山
駅�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス�

自
転
車
を
放
置
し
な
い
で
！

Ｔ
Ｘ
２
駅
周
辺
に
禁
止
区
域
を
指
定

　

市
で
は
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
お
よ
び
流
山
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
駅
周
辺
の
良
好

な
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

９
月
１
日
か
ら
駅
周
辺
約
３

０
０
ｍ
圏
内
を
「
自
転
車
放

置
禁
止
区
域
（
図
参
照
）」
に

指
定
し
、
放
置
自
転
車
の
防

止
に
努
め
ま
す
。
当
該
区
域

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
伴
い
、

今
後
、
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
と
流
山

お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
で
は
自
転
車
利
用
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。そ
こ
で
、両
駅
周
辺

の
駅
前
広
場
な
ど
公
共
の
場
所
を
９
月
１
日

か
ら
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
ま
す
。

内
に
自
転
車
を
放
置
し
た
場

合
は
「
流
山
市
自
転
車
の
利

用
及
び
駐
車
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
放
置
自
転
車
移

送
通
告
書
を
貼
付
後
、
お
お

む
ね
２
時
間
で
即
日
撤
去
し
、

指
定
の
保
管
場
所
に
移
送
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
転
車
を

所
有
者
が
引
き
取
る
場
合
は
、

移
送
や
保
管
に
要
し
た
費
用

と
し
て
、
１
台
１
０
０
０
円

を
徴
収
し
ま
す
。
自
転
車
の

保
管
期
間
は
、
指
定
の
保
管

場
所
に
移
送
し
た
日
か
ら　
６０

日
間
で
、
こ
れ
を
過
ぎ
た
自

転
車
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
払

い
下
げ
）
ま
た
は
破
砕
処
分

を
し
ま
す
。
自
転
車
の
放
置

は
、
禁
止
区
域
の
内
外
に
か

か
わ
ら
ず
、
交
通
弱
者
と
い

わ
れ
る
お
年
寄
り
、
車
い
す

利
用
の
方
な
ど
の
歩
行
者
や

周
辺
住
民
の
方
に
大
変
迷
惑

と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。
本
紙
７
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
の
と
お

り
、
両
駅
の
自
転
車
駐
車
場

の
受
け
付
け
は
８
月　

日
か

２０

ら
現
地
で
行
い
ま
す
が
、
自

動
車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
自
転
車
ま

た
は
徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
両
駅
周
辺
は
工
事
中
の

道
路
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、

案
内
看
板
等
に
従
い
十
分
注

意
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

自転車駐車場受付場所�

小山小�

東口駅前広場�

東武野田線�

←
初
石
方
面
�

豊四季方面→�

南口暫定広場�

西口暫定広場�

車両通行可能道路�

歩行者・自転車通路等�

自転車駐車場�

凡例�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
�

車両通行可能道路�

歩行者・自転車通路等�

自転車駐車場�

凡例�

自転車駐車場受付場所�

←流山駅� 西口駅前広場�
青年の家�

総合運動公園�

免許センター
方面→�

中交差点�

←平和台駅�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
�

保
留
地
を
販
売
し
ま
す

南
流
山
駅
か
ら
徒
歩　

分
１６

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
体
感

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
体
感

Ｔ
Ｘ
南
流
山
駅
を
見
学

Ｔ
Ｘ
南
流
山
駅
を
見
学

　

市
で
は
、
住
宅
を
建
築
さ

れ
る
方
に
市
施
行
の
西
平
井

・
鰭
ケ
崎
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
地
区
内
の
保
留
地
を

販
売
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
２
区
画（
図

参
照
）
で
す
。
案
内
書
は
、

き
ょ
う　

日
か
ら
西
平
井
・

１５

鰭
ケ
崎
地
区
区
画
整
理
事
務

所
で
配
布
し
ま
す
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）。

　

▽
現
地
案
内
＝
７
月　

日
１８

�
・　

日
�
い
ず
れ
も　

時

２３

１０

〜　

時
▽
申
し
込
み
＝
７
月

１７

　

日
�
か
ら
８
月　

日
� 

２５

１２

（
土
・
日
曜
を
除
く
）
ま
で

に
西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
区

画
整
理
事
務
所
へ
（
郵
送
も

可
）。必
要
書
類
な
ど
申
込
方

４路線バスが新設・再編

　つくばエクスプレスの開業に合わせて、路線バスの
次の４路線が新設・再編されます。
　①南柏駅西口～免許センター入口～流山セントラル
パーク駅西口線
　②柏駅西口～流山セントラルパーク駅西口～流山駅
東口線
　③流山セントラルパーク駅西口～免許センター線
　④江戸川台駅東口～西原４丁目～流山おおたかの森
駅東口線
　※南流山駅北口～クリーンセンター線は、つくばエ
クスプレスのダイヤに合わせてダイヤの見直しが行わ
れます
　□問 都市計画課�７１５０―６０８７

1

3 2

4

鉄道� ①�
②�既存路線バス�

③�
④�

②①

１６８.０９�１９４.７０�面　　積

１６２,０００円１５８,８００円１�単価

２７,２３０,５８０円３０,９１８,３６０円価　　格

ＴＸ３駅を中心に市内を結ぶ

流山おおたかの森駅周辺流山おおたかの森駅周辺

流山セントラルパーク駅周辺流山セントラルパーク駅周辺

法
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場

合
は
、
公
開
抽
選
会
（
８
月

　

日
�　

時
〜
、同
事
務
所
）

２１

１０

を
行
な
い
ま
す
。

　

□問
 

西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区

区
画
整
理
事
務
所
�
７
１
５

７
―
６
１
０
０

詳　細　図

N

調整池�
6m

6m

18
.07

13
.99

13
.99

18
.04

10.78

10.77

12.01

12.01

①�
194.70㎡�

②�
168.09㎡�

Ｔ
Ｘ
沿
線
を
歩
こ
う
！

　

日
、
市
内
５
コ
ー
ス
で

２８

　

６
月　

日
�
、
つ
く
ば
エ

２９

ク
ス
プ
レ
ス
の
南
流
山
駅
で
、

障
害
を
持
つ
方
を
対
象
と
し

た
駅
舎
見
学
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

　

当
日
は
、
障
害
を
持
つ
方

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど

　

人
が
参
加
し
、
使
い
勝
手

８５を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
駅
な
ど
は
、
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
障
害

を
持
つ
方
や
高
齢
者
な
ど
に

配
慮
し
た
設
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
と
流
山
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
ダ
ー
会
で
は
、
市
内
各
方

面
か
ら
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
路
線
に
沿
っ
て
総
合
運

動
公
園
（
９
時
到
着
）
を
目

指
す「
ウ
オ
ー
ク
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
�
※

２８

小
雨
決
行
▽
コ
ー
ス
・
集
合

場
所
等
＝
別
表
参
照
▽
参
加

費
＝
無
料
（
交
通
費
は
自
己

負
担
）
▽
持
ち
物
＝
水
筒
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
雨
具
な
ど

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
各

集
合
場
所
へ
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
│
１
２
１
２

行　　　　程受付時間
（出発時間）集合場所コース

縁の鐘広場→流山おおたかの森駅→
総合運動公園（約７㎞）

７時１５分～
（７時３０分）

江戸川台駅西口
縁の鐘広場

①北部方面

初石駅前→北千葉浄水場前→江戸川 
堤→南流山中央公園→流山セントラ
ルパーク駅→総合運動公園（約１０㎞）

６時１０分～
（６時３０分）

初石駅前②中部方面

総合運動公園→流山おおたかの森駅
→（電車）→流山セントラルパーク駅
→総合運動公園（約３㎞）

７時１５分～
（７時４５分）

市民総合体育館前
③総合運動
　公園方面

東小学校前→流山東高校前→富士見 
橋→八木中学校グラウンド前→総合
運動公園（約５㎞）

７時３０分～
（７時４５分）

東小学校前④東部方面

南流山小学校→南流山駅→熊野神社 
前→ふくろうの森前→流山おおたか
の森駅→（電車）→流山セントラル
パーク駅→総合運動公園（約７㎞）

６時４５分～
（７時）

南流山小学校⑤南部方面

※全方面から総合運動公園に到着後、交流、体操等をして流山セントラルパー
ク駅前で解散します
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８
月　

日
の
つ

２４

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
T
X
）

開
業
に
向
け
、
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
と
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
の
周
辺

で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
の
状
況
で

は
、
新
設
さ
れ
る
両
駅
の
駅
前
広
場
や
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
が
一
部
を
除
い
て
当
面
の
間
暫
定
的

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

周
辺
の
案
内
標
識
や
看
板
等
を
確
認
の
上
、
交
通

安
全
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
後

の
工
事
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
お
知
ら
せ
し

た
内
容
と
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
現
地
の
案
内
看
板
等
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

８８
月月　

日日　
開
業
迫
る

開
業
迫
る

２４２４

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
整
備
急
ピ
ッ
チ

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
整
備
急
ピ
ッ
チ

　　新駅へのアクセス道路
暫定道路などをご利用ください

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅　
は

東
口
駅
前
広
場
、
西
口
暫
定

広
場
、
南
口
暫
定
広
場
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

　

東
口
駅
前
広
場
へ
は
、
県

道
豊
四
季
停
車
場
・
高
田
原

線
か
ら
案
内
看
板
等
に
沿
っ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

西
口
暫
定
広
場
お
よ
び
南

口
暫
定
広
場
に
つ
い
て
は
、

旧
日
光
街
道
か
ら
案
内
看
板

等
に
沿
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

歩
行
者
の
方
は
、
東
・
西

・
南
口
か
ら
自
由
通
路
を
経

由
し
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
お
よ
び
東
武
野
田
線
の

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
を
利

用
で
き
ま
す
。
な
お
、
北
口

に
つ
い
て
は
、
公
道
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
当
面
供

用
開
始
さ
れ
な
い
予
定
で
す
。

　

▽
駒
木
・
美
田
方
面
か
ら

＝
鉄
道
沿
い
暫
定
道
路
を
利

用
し
、
東
口
へ
▽
豊
四
季
方

面
か
ら
＝
美
田
・
駒
木
線
よ

り
鉄
道
沿
い
暫
定
道
路
を
経

由
し
、
東
口
へ
▽
初
石
・
江

戸
川
台
方
面
か
ら
＝
旧
日
光

街
道
か
ら
東
深
井
・
市
野
谷

線
を
経
由
し
、
南
口
へ
▽
野

々
下
方
面
か
ら
＝
旧
日
光
街

道
を
経
由
し
、
南
口
へ

　

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

は
、
西
口
駅
前
広
場
が
整
備

さ
れ
ま
す
の
で
、
車
の
場
合

は
平
和
台
方
面
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

東
口
へ
は
徒
歩
で
は
、
流

山
青
年
の
家
方
面
を
経
由
し

て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

駅
前
整
備
等
の
関
係
で
当
面

の
間
、
車
で
は
直
接
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
方
面

か
ら
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
に
向
か
う
際
に
は
、
市

道
２
３
７
号
線
（
平
和
台
・

古
間
木
１
号
補
助
幹
線
）
を

中
交
差
点
で
右
折
し
、
西
口

駅
前
広
場
に
回
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
駅
へ
は
、
南
柏
駅
西

口
や
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
か

ら
路
線
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま

す
。

　

※
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
�
７
１
５

０
―
６
０
９
０
へ

▲

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

流山おおたかの森駅
自由通路のご案内

流山おおたかの森駅周辺 流山セントラルパーク駅周辺

至流山セントラルパーク駅 至南流山駅

至流山おおたかの森駅

東武野田線東武野田線

至柏の葉キャンパス駅

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
へ
は

東
・
西
・
南
口
の
ご
利
用
を

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
へ

車
の
方
は
西
口
の
ご
利
用
を

南
流
山
駅
は
地
下
で
す

駅
前
広
場
や
公
園
を
改
修
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Ｔ
Ｘ
南
流
山
駅　
は
、
Ｊ
Ｒ

南
流
山
駅
に
隣
接
し
、
地
下

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅

入
口
は
、
別
図
の
と
お
り
３

カ
所
設
け
ら
れ
ま
す
。
駅
ま

で
は
従
来
の
道
路
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
駅
開
業
に
合
わ
せ

て
駅
前
広
場
、
駅
前
公
園
を

改
修
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
配
慮
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
お
よ
び

駅
周
辺
の
景
観
の
向
上
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

▲

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

TTTTTTTTTTXXXXXXXXXX運運運運運運運運運運行行行行行行行行行行時時時時時時時時時時刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻TX運行時刻を発表 

ピーク時には１時間に１５本

　６月３０日、つくばエクスプレスの時刻表が、次のとおり発表さ

れました（土曜、休日の時刻表については、裏面（６面）に掲

載）。快速を使った場合、南流山駅から北千住駅まで９分、秋葉

原駅まで２０分、流山おおたかの森駅まで４分、つくば駅まで２５分

です。なお、市外の駅の時刻表については、市ホームページでご

紹介しています。

　東武野田線の流山おおたかの森駅の時刻表につきましては、ま

だ発表されていませんのでご了承ください。

南流山 駅�

守�
23 36 39 52 54 34 55

守 �守 守 守 �
04 12 16 28 31 42 45 55 10 22 26 39 44 53

守 守 �守 守 守 �
03 06 16 20 24 26 31 35 39 41 46 50 54 56 06 08 21 24 31 35 42 48 51 58

守 守 � 守 守 � 守 � 守 守 守 � 守 � 守 �
01 05 09 11 16 20 24 26 31 35 39 41 50 52 01 07 10 15 19 23 28 32 35 39 42 45 49 55 57

守 守 � 守 守 � 守 守 � 守 守 �
02 05 14 17 30 34 41 48 53 00 05 10 17 19 23 30 34 38 44 48 51

守 守 �守 守 �守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 00 08 10 16 21 24 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 45 48 55 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 守 �
03 09 13 19 21 29 33 39 41 49 53 59 02 08 17 21 30 40 42 51 54

守 �守 �守 守 守 守 守 �
01 09 13 19 21 29 31 39 43 49 51 59 03 05 11 14 23 25 31 34 43 45 51 54

守 �守 �守 守 守 守 守 �
03 09 11 19 21 29 31 40 44 52 55 03 05 11 14 23 25 31 34 43 45 51 54

守 守 守 � 守 � 守 守 守 �
05 08 17 21 28 31 42 44 54 58 03 05 13 15 21 24 35 37 47 49 59

守 守 守 � 守 � 守 守 守 �
07 11 19 24 32 38 46 53 01 11 13 21 24 35 37 47 49 59

守 守 守 � 守 � 守 守 守 �
02 07 15 22 32 37 45 56 01 11 13 21 24 38 40 53 55

守 守 守 �
10 15 29 46 08 10 21 24 38 40 55

守 守 守 �
10 25 40

記�
事�

記�
事�

5

6

7

平 日            上 り�

5

6

7

14

15

8

9

10

11

12

13

　�○囲み・・・�快速�
　□囲み・・・区間快速�
　囲みなし・・各駅停車�
上りはす�べ�て秋葉原行き�

20

21

22

23

0

16

17

18

19

8

9

10

17

18

11

12

13

14

23

0
　○囲み・・・快速　　　　　　　　守・・・守谷行き�
　□囲み・・・区間快速  　　　　　無印・・つくば行き�
　囲みなし・・各駅停車�

平 日            下 り�

19

20

21

22

15

16

流山セントラルパーク駅�

守�
21 36 52 36 58

守 守 守 守 �
02 14 26 42 52 13 25 42 56

守 守 守 守 守 �
04 12 20 27 35 42 50 57 11 27 34 45 53

守 守 守 守 守 守 守 守 �
05 12 20 27 35 50 03 10 18 22 31 38 45 52

守 守 守 守 守 守 守 �
02 12 28 38 51 00 07 22 33 37 47 51

守 守 守 守 守 守 �
05 21 35 51 03 13 19 27 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 43 53 05 20 35 50

守 守 守 守 守 �
01 11 16 26 36 46 56 05 20 33 45 57

守 守 守 守 守 守 �
06 16 26 37 46 57 08 17 28 37 48 57

守 守 守 守 守 守 �
06 16 26 37 50 08 17 28 37 48 57

守 守 守 守 守 �
03 14 26 42 56 08 18 27 40 52

守 守 守 守 守 �
09 22 35 51 04 16 27 40 52

守 守 守 守 守 �
05 20 35 54 04 16 27 43 58

守 守 守 �
13 43 13 27 43 58

守 守 守 �
13 28 43

記�
事�

記�
事�

5

6

平 日            上 り�

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

0

20

21

22

23

平 日            下 り�

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

0

　守・・・守谷行き�
　無印・・つくば行き�

　上りはすべて秋葉原行き�

流山おおたかの森駅�

つくばエクスプレスつくばエクスプレス

自由通路自由通路
東武野田線東武野田線

ＪＲ武蔵野線

駅
前
広
場
や
公
園
を
改
修

Mac6 Title:広報ながれやま1094号Ｐ4-6.ec6 Page:5  Date: 2005/07/12 Tue 20:25:51



平成17年７月１５日（金曜日）　　　（　）６第１０９４号

南流山 駅�

守�
23 36 39 52 54 34 55

守 �守 守 守 �
04 12 16 28 31 42 45 53 10 22 26 39 43 53

守 �守 守 守 守 �守 �
03 06 17 21 27 30 37 40 47 50 58 06 08 13 21 24 35 37 47 49 59

守 守 守 守 �守 �守 �守 �
02 07 10 18 22 29 31 38 41 48 52 59 01 11 13 21 24 33 35 43 45 51 54

守 守 守 � 守 � 守 守 守 � 守 �
02 10 17 22 30 34 41 48 53 03 05 13 15 21 24 33 35 43 45 51 54

守 守 守 �守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 03 08 14 21 24 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 48 53 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 �
05 07 18 23 35 37 45 48 55 02 08 17 21 32 38 47 51

守 守 守 守 守 �
03 09 13 19 21 29 33 39 41 52 54 02 08 17 21 30 40 42 51 54

守 守 守 � 守 � 守 守 守 �
04 08 16 19 29 31 40 44 52 54 03 05 13 15 21 24 35 37 47 49 57

守 守 守 守 �守 �守 �
04 08 16 19 29 33 40 42 52 56 00 11 13 21 24 35 37 47 49 57

守 守 守 守 �守 �守 �
04 07 17 21 28 31 42 44 55 59 00 11 13 21 24 35 37 47 49 59

守 守 守 � 守 � 守 守 守 �
07 11 19 24 32 38 46 53 01 11 13 21 24 35 37 47 49 59

守 守 守 � 守 � 守 守 守 �
02 07 15 22 32 37 45 56 01 11 13 21 24 38 40 53 55

守 守 守 �
10 15 29 46 08 10 21 24 38 40 55

守 守 守 �
10 25 40

記�
事�

記�
事�

23

0
　○囲み・・・快速　　　　　　　　守・・・守谷行き�
　□囲み・・・区間快速  　　　　　無印・・つくば行き�
　囲みなし・・各駅停車�

土曜・休日            下 り�
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○囲み�・・・�快速�
　□囲み・・・区間快速�
　囲みなし・・各駅停車�
上りはす�べ�て秋葉原行き�
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23
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15

8
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6
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土曜・休日            上 り�
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6
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流山セントラルパーク駅�

守�
21 36 52 36 58

守 守 守 守 �
02 14 26 42 51 13 25 42 56

守 守 守 守 守 �
04 14 25 35 45 55 11 16 27 40 52

守 守 守 守 守 守 �
05 15 26 36 45 57 04 16 27 38 48 57

守 守 守 守 守 守 �
08 20 27 38 51 08 18 27 38 48 57

守 守 守 守 守 �
05 21 35 51 06 17 27 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 51 05 20 35 50

守 守 守 守 �
05 21 35 43 53 05 20 35 50

守 守 守 守 守 �
01 11 16 26 36 49 05 20 33 45 57

守 守 守 守 守 �
01 14 26 37 49 08 18 27 40 52

守 守 守 守 守 �
01 14 26 37 50 03 16 27 40 52

守 守 守 守 守 �
02 14 26 42 57 03 16 27 40 52

守 守 守 守 守 �
09 22 35 51 04 16 27 40 52

守 守 守 守 守 �
05 20 35 54 04 16 27 43 58

守 守 守 �
13 43 13 27 43 58

守 守 守 �
13 28 43

記�
事�

記�
事�

23

0

　守・・・守谷行き�
　無印・・つくば行き�

　上りはすべて秋葉原行き�

19

20

21

22

15

16

17

18
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12

13

14

7

8

9
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土曜・休日       下 り�

5

6

0

20

21

22

23

16

17

18

19

12

13

14

15

8

9

10

11

5
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土曜・休日       上 り�

7

流山おおたかの森駅�

守�
18 32 34 48 49 59 39

守 守 守 �守 �
08 11 23 27 38 40 48 01 16 30 32 47 49 59

守 �守 守 守 守 �
00 01 12 17 22 26 32 36 42 46 53 58 10 13 19 25 29 39 42 51 54

守 守 � 守 � 守 � 守 守 守 � 守 �
02 06 13 18 24 28 33 37 43 48 54 58 03 06 15 18 25 29 37 40 47 50 55 59

守 守 守 � 守 � 守 守 守 � 守 �
05 13 17 25 30 36 44 48 07 10 17 20 25 29 37 40 47 50 55 59

守 守 守 �守 � 守 �
01 02 14 18 31 32 44 48 08 12 20 25 29 38 42 55 57

守 守 �守 守 �
01 02 14 18 31 32 44 48 08 12 25 27 38 42 55 57

守 守 �守 守 �
01 02 14 18 31 32 44 48 08 12 25 27 38 42 55 57

守 守 �守 守 �
01 02 14 18 31 32 44 48 08 12 25 27 38 42 55 57

守 守 �守 守 �
01 02 14 18 31 32 44 48 08 12 25 27 38 42 55 57

守 守 �守 守 �
01 02 14 18 31 32 44 48 08 12 25 27 38 42 55 57

守 守 �守 守 �
01 02 14 18 31 32 40 44 50 58 08 12 25 27 38 42 55 57

守 � 守 �守 守 守 �
05 08 14 18 24 29 34 38 47 51 59 08 12 25 27 36 44 47 55 59

守 守 守 � 守 � 守 守 守 �
04 11 15 24 28 35 40 47 51 59 07 10 17 20 25 29 39 42 51 54

守 守 守 守 �守 �守 �
04 11 15 24 29 35 39 47 52 59 01 05 15 18 25 29 39 42 51 54

守 守 守 守 �守 �守 �
03 12 17 23 27 38 39 51 54 01 05 15 18 25 29 39 42 51 54

守 守 守 � 守 � 守 守 守 �
03 06 15 19 28 33 42 48 58 03 06 15 18 25 29 39 42 51 54

守 �守 �守 守 守 �守 �
02 11 17 28 32 41 51 03 06 15 18 25 29 42 45 57

守 守 守 守 �
06 10 25 41 00 12 15 25 29 42 45

守 守 守 �
01 16 31 46

記�
事�

記�
事�

23

0
　○囲み・・・快速　　　　　　　　守・・・守谷行き�
　□囲み・・・区間快速  　　　　　無印・・つくば行き�
　囲みなし・・各駅停車�
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　囲みなし・・各駅停車�
上りはす�べ�て秋葉原行き�
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土曜・休日            上 り� 土曜・休日            下 り�

5

6

ジ
ャ
ズ
や
結
婚
式
も
企
画

市
民
の
多
彩
な
手
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

TX開業記念
　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
を
記
念
し

て
、
新
駅
や
そ
の
周
辺
を
中
心
に
、
商
工
会

や
N
P
O
法
人
な
ど
市
民
団
体
に
よ
る
手
づ

く
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、そ
の
主
な
も
の
を
ご
案
内
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
を
。

　

８
月　

日

�　

２４

○
開
業
記
念
式
典

　

▽
場
所
／
時
間
＝
南
流
山

駅
・
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
／
９
時　

分
、
流
山
お

３０

お
た
か
の
森
駅
／　

時　

分

１０

３０

▽
内
容
＝
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
ほ

か
　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
７

○
南
流
山
駅
開
業
記
念 

イ
ベ
ン
ト

　

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１０

１７

場
所
＝
南
流
山
駅
周
辺
▽
内

容
＝
消
防
音
楽
隊
、
提
灯
行

列
、
小
・
中
学
生
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
な
ど
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

ほ
か

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
�
７
１

５
８
―
６
１
１
１

　

８
月　

日

�　

２７

○
流
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

　

Ｊ
ａ
ｍ

　

▽
時
間
＝
９
時
〜　

時
▽

１８

場
所
＝
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
お
よ
び
駅
前
特
設
会
場
▽

内
容
＝
特
設
会
場
で
の
地
場

産
品
の
販
売
、
企
業
Ｐ
Ｒ
な

ど
。
ま
た
、
学
生
や
社
会
人

に
よ
る
ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど

の
演
奏
▽
主
な
出
演
予
定
者

＝
神
村
英
男
と
ア
ー
バ
ン
ク

w
ith

ロ
ー
バ
ー 
   

渡
辺
明
日

香
、
ミ
ッ
キ
ー
カ
ー
チ
ス
、

B
E
L
L
'Z

 
 
 
 
  
（
市
立
柏
高
Ｏ
Ｂ

バ
ン
ド
）、ニ
ュ
ー
オ
レ
ン
ジ

JO
R
C

  
 
 
（
法
政
大
）、
ス
ィ
ン

O
R
C

ギ
ン
ハ
ー
ド 
 
 

宇
都
宮
、

O
R
C

ス
ィ
ン
ギ
ン
ハ
ー
ド 
 
 
 

L
a
tin
Ja
z
'M
A
X

仙
台
、  
   
   
 
  
 
 

（
甲
府
）、
水
戸
ブ
ル
ー
・
ビ

ギ
ナ
ー
ズ
（
水
戸
工
業
高

校
）、
ス
イ
ン
グ
ハ
ー
ト

JO
R
C

  
 
 

（
専
修
大
学
松
戸
高

校
Ｏ
Ｂ
）、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ

O
R
C

ォ
ー
ラ
ム 
 
 
（
茨
城
県
）、

お
だ
い
ら
バ
ン
ド（
流
山
市
）、

小
山
小
太
鼓
ク
ラ
ブ
、
寺
門

麻
美
、
日
の
出
舞
子
ほ
か

　

□問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ヌ
・
ブ

ラ
ン
ド
事
務
局
�
７
１
４
６

―
３
９
０
０

　

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
…

▽
対
象
＝　

歳
以
上
の
健
康

１８

な
方
▽
内
容
＝
会
場
周
辺
の

人
の
誘
導
な
ど
▽
申
し
込
み

＝
７
月　

日
ま
で
に
マ
ー
ケ

２５

テ
ィ
ン
グ
課
�
７
１
５
０
―

６
３
０
８
へ

○
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
自

由
通
路
開
設
記
念
人
前
結

婚
式

　

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１６

１７

場
所
＝
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
自
由
通
路
▽
内
容
＝
自
由

通
路
に
特
設
チ
ャ
ペ
ル
を
設 

け
、
人
前
式
で
公
募
３
組
が

挙
式
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ャ

ム
出
演
者
に
よ
る
結
婚
行
進

曲
な
ど
の
生
演
奏
で
式
を
盛

り
上
げ
る

　

□問
 

流
山
青
年
会
議
所
�
７

１
５
９
―
３
９
４
９

○
第　

回
記
念
流
山
花
火
大

３０
会

　

▽
時
間
＝　

時　

分
〜　

１８

３０

２０

時
▽
場
所
＝
流
山
１
丁
目
〜

３
丁
目
地
先
の
江
戸
川
堤
▽

内
容
＝
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど

　

※
関
連
記
事
１
面
参
照

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
内
流
山

花
火
大
会
実
行
委
員
会
�
７

１
５
８
―
６
１
１
１

○
よ
う
こ
そ
流
山
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
駅
へ
！

　

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１２

１８

場
所
＝
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
周
辺
▽
内
容
＝
地
域

商
工
業
者
の
紹
介
や
模
擬
店
。

周
辺
を
一
望
す
る
熱
気
球
の

体
験
乗
船
（
有
料
）
ほ
か

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
�
７
１

５
８
―
６
１
１
１

　

８
月　

日

�　

２８

○
流
山
ま
な
び
・
ふ
れ
あ
い

　

フ
ェ
ス
タ

　

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１０

１５

場
所
＝
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
東
口
周
辺
お
よ
び
流

山
青
年
の
家
グ
ラ
ウ
ン
ド
▽

内
容
＝
小
・
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
演
奏
、太
鼓
や
踊
り
、

模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
ほ
か

　

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
者
募
集
…
▽
出
店
者
対
象

／
出
店
数
＝
一
般
（
中
学
生

以
下
の
出
店
不
可
）
／　

店
３０

（
先
着
順
）
▽
出
店
料
＝
１

０
０
０
円
▽
出
品
で
き
る
も

の
＝
書
籍
、
衣
類
、
玩
具
な

ど
の
日
常
生
活
用
品
（
食
料

品
や
動
物
は
不
可
）
▽
申
し

込
み
＝
出
店
料
を
添
え
て
生

涯
学
習
課
へ　

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

　

今
回
ご
紹
介
し
た
ほ
か
に

も
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
企
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ 

を
。

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
課
�

７
１
５
０
―
６
３
０
８

ことしの夏も市民が主役（昨年のゆかたまつり）

つくばエクスプレス停車駅のご案内

※早朝と深夜に各１本ずつ秋葉原～つくば間の普通列車が運行されます。

（各駅停車）
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★
普
通
救
命
実
技
講
習
会

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�
９

２４

時
〜　

時
▽
場
所
＝
北
消
防

１２

署
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

３０救
命
の
知
識
と
技
術
の
習
得

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
北
消
防
署
へ

　

□問
 

北
消
防
署
�
７
１
５
２

―
０
１
１
９

　

★
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
の
研
修
会

　

▽
日
時
＝
８
月
６
日
�　
１６

時
〜
▽
場
所
＝
市
民
総
合
体

育
館
▽
対
象
＝
ス
ポ
ー
ツ
団

体
役
員
、
指
導
者
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

　

★
子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス
ク

ラ
ブ
（
全
２
回
）

　

▽
日
時
＝
８
月　

日
�
・

１８

　

日
�　

時
〜　

時
▽
場
所

１９

１３

１５

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
小
学
生
／　

人
（
先

１５

着
順
）
▽
内
容
＝
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
「
ミ
ニ
天
文
装
置

作
り
」
▽
講
師
＝
山
川
幸
子

さ
ん
（
東
京
理
科
大
学
サ
イ

エ
ン
ス
夢
工
房
講
師
）
▽
参

加
費
＝
２
０
０
円（
材
料
費
）

▽
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
講
座
名
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
）
で
文
化

会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２
／
　�
 

７
１
５
８

―
３
４
４
２

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ

ミ
ナ
ー
・
相
談
会

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

３１

１３

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン

タ
ー
▽
定
員
＝　

人
（
先
着

３０

順
）
▽
内
容
＝
講
演
「
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
と
管

理
組
合
」
お
よ
び
相
談
会
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

民
館
▽
内
容
＝
人
形
劇
「
た

の
し
い
さ
か
な
つ
り
」
ほ
か

▽
出
演
＝
人
形
劇
団
レ
イ
ン

ボ
ー
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―
４
６
４
６

　

★
図
書
館
映
画
会
「
ハ
リ

ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
ア
ズ
ガ
バ

ン
の
囚
人
」

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�
①

３０

　

時
〜　

時　

分
②　

時　

１０

１２

３０

１３

３０

分
〜　

時
▽
場
所
＝
中
央
図

１６

書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／
各　

人
（
先
着
順
）
▽
入

５０

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ
※
当
日
、

整
理
券
を
配
布
（
①
９
時　
３０

分
〜
②　

時
〜
）

１３

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―
４
６
４
６

　

★
第　

回
流
山
市
小
学
校

３５

水
泳
競
技
大
会

　

市
内　

校
の
小
学
生
の
力

１５

泳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�
８

２７

時　

分
（
開
会
式
）
〜
▽
場

３０
所
＝
流
山
市
民
プ
ー
ル

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

　

★
江
戸
川
左
岸
及
び
手
賀

沼
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝
７

月　

日
�
〜
８
月
１
日
�

１９
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
／
８

時　

分
〜　

時　

分
▽
縦
覧

３０

１７

２０

場
所
＝
下
水
道
建
設
課
▽
内

容
＝
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
整
備
区
域
内
の
幹
線
の

変
更
お
よ
び
既
成
市
街
地
の

一
部
区
域
の
追
加
な
ど

　

□問
 

下
水
道
建
設
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
７

　

★
流
山
都
市
計
画
生
産
緑

地
地
区
の
関
係
図
書
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
時
間
＝
８
時　

分
３０

〜　

時　

分
（
土
・
日
曜
、

１７

２０

祝
日
等
を
除
く
）
▽
縦
覧
場

所
＝
都
市
計
画
課
▽
内
容
＝

７
月
５
日
付
で
変
更
し
た
流

山
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
関
係
図
書
の
縦
覧

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
７

　

★
夏
休
み
宿
題
お
う
え
ん

隊
　

▽
日
時
＝
８
月
４
日
�
・

５
日
�
・
６
日
�
９
時　

分
３０

〜　

時　

分
▽
場
所
＝
中
央

１１

３０

図
書
館
▽
対
象
＝
市
内
小
学

生
▽
内
容
＝
図
書
館
の
資
料

を
使
っ
て
、
調
べ
方
や
検
索

の
方
法
を
お
手
伝
い
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―
４
６
４
６

　

★
再
生
自
転
車
の
販
売

　

粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

た
自
転
車
を
再
生
修
理
し
、

安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

▽
申
込
期
間
＝
７
月　

日
１５

�
〜　

日
�
９
時
〜　

時
▽

２９

１７

申
込
資
格
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
▽
申
し
込
み

＝
申
込
期
間
中
に
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
に
展

示
さ
れ
る
自
転
車
の
う
ち
、

希
望
す
る
品
物
を
申
込
用
紙

に
記
入
し
、
直
接
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
へ
（
多
数
抽
選
、

結
果
は
当
選
者
の
み
通
知
）

※
品
物
は
現
金
と
引
き
換 

え
、
運
搬
は
各
自
で

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
登
録
文
化
財
保
存
修
理

工
事
の
見
学
会

　

登
録
文
化
財
建
造
物
「
呉

服
新
川
屋
店
舗
」（
加
６
丁
目

・
流
山
広
小
路
）の
保
存
修
理

工
事
現
場
を
見
学
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�
①

２３

　

時　

分
〜
②　

時
〜
▽
定

１３

３０

１５

員
＝
各　

人
（
先
着
順
）
▽

５０

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
※

車
で
の
来
場
は
不
可

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　

★
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
の
作
品
募
集

　

▽
対
象
＝
小
学
生
以
上
の

市
民
▽
応
募
方
法
＝
９
月
５

日
（
必
着
）
ま
で
に
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
※

「
公
明
選
挙
」、「
明
正
選 

挙
」
の
標
語
は
使
用
で
き
ま

せ
ん

　

【
ポ
ス
タ
ー
】
明
る
い
選

挙
を
推
進
す
る
内
容
（
表
現

は
自
由
）
で
、
画
用
紙
４
ツ

切（
５
４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
）

・
８
ツ
切
（
３
８
２
㎜
×
２

７
１
㎜
）
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
大
き
さ
の
自
作
ポ
ス
タ

ー
（
１
人
１
点
）

　

【
標　

語
】
き
れ
い
な
選

挙
の
推
進
や
棄
権
防
止
を
呼

び
掛
け
る
内
容
で
、
短
冊
に

　

字
以
内
の
自
作
標
語
（
１

２０枚
に
１
点
、１
人
２
点
ま
で
）

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
�
７
１
５
０
―
６
１
０

０

＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
会
へ

　

□問
 

千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
会
�
・
　�
 

０
４
７
―
３

４
８
―
１
３
３
８
（
９
時　
３０

分
〜　

時
）

１７

　

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

２３

１２

時
〜　

時
▽
場
所
＝
柏
市
中

１６

央
公
民
館
▽
対
象
＝
オ
ス
ト

メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
造
設
者
）
と
そ
の
家
族

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

�
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
�
０
４
７
―
４
５
２
―
６

４
３
３
（
月
・
火
・
金
曜　
１０

時
〜　

時
）

１７

　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�　

２７

１１

時
〜　

時
▽
場
所
＝
北
部
公

１２

講
座
・
講
演

そ
の
他

　江戸川八十八ケ所札所を歩く（旧八木地区）＝７月１６日� 

９時～１２時３０分、南流山駅北口集合。参加費無料□問 中村�

７１５４－１３６２

　“フローランタン”を作りましょう！（スイートクラブ主

催）＝７月２３日�１０時～１４時、初石公民館。参加費７００円□問 元

木�７１５３－６２８１

　絵てがみ教室（流山郵便局主催）＝７月２３日�１３時～１５時、

流山郵便局。参加費無料（ハガキ代は自己負担）□問 流山郵便

局�７１５５－７１１３（１０時～１７時）

　第２８回住宅デー（無料住宅相談会・包丁研ぎ・まな板削り）

（千葉土建流山支部主催）＝７月２４日�９時～１２時、千葉土建

会館（加５丁目）、北部公民館、美田２号公園、平和台２号公園、

松ケ丘旭会館、南流山中央公園、宮園１号公園□問 同流山支部

�７１５０－１９６６

　健康体操無料講習会（すみれ会�自彊術普及会主催）＝８

月１日�１３時３０分～１５時３０分、流山福祉会館□問 中井�７１５ 

９－９４３１

イ ベ ン ト

★印のあるものは市主催のものです 

大
会
・
試
合

映
画
・
公
演

縦　
　

覧

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

第２０７回サロンコンサート 
�♪　今月は２９日に　�♪

　▽日時＝７月２９日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラリ
ー▽テーマ＝ミニオペラ「奥様になった女中」（ペルゴレージ
作曲）▽出演（役）＝熊坂正実（ウベルト・金持ちの独身）、橋
場征代（セルピーナ・ウベルト家の女中）、熊坂良雄（ヴェス
ポーネ・ウベルトの召使）、板倉寿美子（ピアノ）
　□問 生涯学習課�７１５０―６１０６

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月
を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１７年４月・５月）

測定数値　保証数値法・条例に
よる規制値項　　　目

１以下５月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

１０ 以下５月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

１以下５月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下５月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００５以下５月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.０００１１以下４月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９１,０７６台４５,９１４台４５,１６２台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年５月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目
１７１３４３１９時　間①騒音　
０（０）６（０）４（０）３（０）日②ＮＯ２　　
無無無無有　無③ＳＰＭ　

　都市計画道路３・２・２５号三輪野山駒木線延伸（江戸
川新橋）等に係る都市計画の案がまとまりました。
　この案について、皆さんのご意見をお聞きするため、
次のとおり案の縦覧を行います。今回の都市計画案に
ついてご意見がある場合は、縦覧期間中に意見書の提
出ができます。　
　▽縦覧期間＝７月２９日�～８月１２日�▽縦覧場所・時
間等＝別表のとおり

都市計画道路・公園の変更に係る都市計画道路・公園の変更に係る
都市計画案の縦覧都市計画案の縦覧

縦覧場所・時間

変更等対象の道路・公園 千葉県庁
９：００～１７：００
（土・日曜を除く）

流山市役所
８：３０～１７：２０
（土曜を除く）

都市計画課都市計画課
都市計画道路３・２・２５号
三輪野山駒木線（変更）

都市計画課都市計画課
都市計画道路３・５・１３号
流山上貝塚線（変更）

都市計画課
都市計画道路３・５・１６号
三輪野山西平井線（変更）

都市計画課
都市計画道路３・５・３３号
三輪野山線（廃止）

公園緑地課
都市計画公園２・２・３３号
美和２号公園（変更）

　□問 市都市計画課�７１５０－６０８７／市公園緑地
課�７１５０－６０９２／県庁都市計画課�０４３－
２２３－３３７６

　リサイクルプラザでは、家庭で不用になった品物などを使って、さまざ
まなリサイクル品を作製する教室を開催します（別表参照）。ぜひ、あなた
も参加してリサイクルの輪を広げてください。
　▽場所＝リサイクルプラザ・プラザ館▽対象＝市民▽参加費＝無料（材料
費は自己負担）▽申し込み＝往復ハガキに参加希望の講座名、住所、氏名（親
子の場合は親子の氏名）、電話番号、返信用に宛名を明記し、各講座の募集期
間内（必着）までに〒２７０―０１７４流山市下花輪１９１リサイクル推進課へ
　□問 リサイクル推進課�７１５７―８２５０

リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををサイクルプラザの教室にご参加を！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

募集期間定　員時　間期　日講 座 名 等

７月２５日まで２０人
　１３：００
～１５：００

８月３日�
８月１０日�

夏休みリサイクル工作
教室（全２回）

７月２６日まで
１０組
（２０人）

　１０：００
～１２：００

８月４日�
夏休み親子石けんつく
り教室

８月１２日まで
１０組
（２０人）

　１３：３０
～１５：００

８月２８日�夏休み親子紙すき教室

当日時間内に―
　１３：００
～１６：００

８月１２日�
９月９日�

洋服のリフォーム相談
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公
民
館
で
は
、
県
立
流
山

高
校
と
の
共
催
で
、
高
校
開

放
講
座
「
さ
わ
や
か
健
康
ボ

ク
シ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

女
性
と
男
性
、
小
学
生
と

中
学
生
な
ど
、
体
力
等
に
よ

っ
て
ク
ラ
ス
を
分
け
て
実
施

し
ま
す
。
健
康
増
進
に
ボ
ク

シ
ン
グ
で
汗
を
流
し
た
い 

方
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
８
月　

日
〜　

２１

１０

月　

日
の
毎
週
日
曜
（
全　

２３

１０

回
）
▽
時
間
＝　

時
〜　

時

１４

１５

　

分
▽
場
所
＝
県
立
流
山
高

３０校
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

ミ
ッ
ト
打
ち
、
補
強
（
腕
立

て
伏
せ
等
）、ボ
ク
サ
サ
イ
ズ

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室
」希
望
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
ま
た
は
学

校
名
を
明
記
し
、
８
月
５
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
文
化
会
館
へ

１６
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

文
楽
の
鑑
賞
を
通
じ
て
、

古
典
芸
能
に
対
す
る
関
心
と

知
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
」
を
行

い
ま
す
。

　

今
回
の
演
目
は
、「
芦
屋
道

満
大
内
鑑
（
あ
し
や
ど
う
ま

ん
お
お
う
ち
か
が
み
）
を
上

演
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�　

１５

１１

時
（
開
演
）
〜
▽
公
演
場
所

＝
国
立
劇
場
（
東
京
都
千
代

田
区
）
▽
バ
ス
乗
車
場
所
／

出
発
時
間
＝
①
東
部
公
民
館

／
８
時　

分
②
流
山
駅
東
口

１５

／
８
時　

分
③
江
戸
川
台
駅

３０

西
口
／
８
時　

分
※
交
通
手

４５

段
は
民
間
観
光
バ
ス
を
利
用

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／　
４０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
６
０
０
０
円
（
昼
食
は
各

自
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
「
古
典
芸
能
鑑
賞
会

参
加
希
望
」、
参
加
者
全
員

（
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
バ
ス
乗
車
場
所
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
し
、

７
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま

２８

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

者
に
啓
発
品
を
配
布
す
る
予

定
で
す

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

　

図
書
館
を
無
料
開
放

図
書
館
を
無
料
開
放 

高
校
生
以
上
の
市
民
対
象

高
校
生
以
上
の
市
民
対
象

　

「
乗
る
人
に　

飲
ま
せ
る

あ
な
た
も　

犯
罪
者
」、「
気

を
付
け
て　

十
字
路　

Ｔ
字

路　

曲
が
り
角
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
７
月　

日
か
ら　

２０

３１

日
ま
で
夏
の
交
通
安
全
運
動

住
の
小
学
４
年
生
か
ら　

歳
４０

位
ま
で
の
方
／　

人
（
多
数

３０

抽
選
。
初
め
て
の
方
を
優 

先
）
▽
内
容
＝
ボ
ク
シ
ン
グ

の
基
本
練
習
（
縄
跳
び
、
シ

ャ
ド
ー
、
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
、

　

文
楽
を
鑑
賞
し
よ
う

文
楽
を
鑑
賞
し
よ
う 

９
月

日
、
国
立
劇
場
で

９
月　

日
、
国
立
劇
場
で

１５１５

　

４
月
か
ら
流
山
市
立
図
書

館
と
の
協
定
を
結
ん
だ
「
江

戸
川
大
学
」
等
で
は
、
市
内

在
住
の
高
校
生
以
上
の
方
を

対
象
に
、
同
大
学
の
図
書
館

を
無
料
で
開
放
し
て
い
ま 

す
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
朝
９

時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
開
館

し
て
お
り
、
自
習
な
ど
も
で

き
ま
す
。

　

利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
に
市
立
図
書
館
で
「
流

山
市
立
図
書
館
と
の
協
定
に

よ
る
入
館
証
交
付
願
」
の
手

続
き
を
行
い
、
同
大
学
入
館

許
可
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
際
は
、「
市
立
図
書

館
利
用
カ
ー
ド
」
を
、
新
た

に
カ
ー
ド
を
つ
く
る
場
合
は

住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

江
戸
川
大
学
・
短
期
大
学

　

総
合
情
報
図
書
館

　

▽
開
館
時
間
＝
７
月
…
９

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

縄
の
れ
ん
分
け
入
る
如
く
糸
桜 

野　

　々

下 

今
田　

素
土

淡
き
色
淡
く
匂
ひ
て
リ
ラ
今
宵 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

眉
白
き
甚
平
に
あ
る
気
骨
か
な 

向　

小　

金 

関
口　

條
山

 
羅 
の
母
ア
ル
バ
ム
に
生
き
て
を
り 

西　

初　

石 

石
戸
谷
貞
夫

う
す
も
のた

し
な
め
る
人
も
梅
酒
も
古
り
に
け
り 

松　

ケ　

丘 

皆
川　

春
海

【
評
】
一
句
目　

前
半
の
調
べ
と
下
五
の
名
詞
止
め
に
、
意
外
性
の
一
石
を
投
じ
た

一
句
。
上
下
の
情
景
の
ち
が
い
が
殊
の
ほ
か
俳
句
ら
し
い
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
が

面
白
い
。
二
句
目　

俳
句
と
し
て
の
整
い
が
十
分
で
あ
る
。
リ
ラ
を
季
節
の
素
材
と

し
て
生
か
し
、
こ
の
植
物
の
持
つ
特
性
で
あ
る
香
り
、
色
合
い
の
配
合
が
句
の
中
で

融
合
し
て
調
べ
を
得
て
い
る
。
姿
の
い
い
気
品
を
持
つ
。
三
句
目　

む
か
し
男
の
存

在
感
十
分
の
句
柄
で
あ
る
。
眉
毛
の
白
さ
が
年
輪
を
き
ざ
み
、
そ
れ
で
い
て
ユ
ー
モ

ア
溢
れ
る
表
情
が
浮
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。
四
句
目　

子
に
と
っ
て
母
は
永
遠
の
偶

像
。
し
か
も
ア
ル
バ
ム
は
母
の
老
い
を
許
さ
ず
、
羅
と
あ
れ
ば
、
な
お
そ
の
姿
は
永

遠
の
も
の
だ
。
五
句
目　

耳
順
を
す
ぎ
る
と
人
生
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
単
に
懐
古
だ
け

で
生
き
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
警
句
で
も
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

何
せ
ぬ
に 
酷 
く
疲
れ
る
日
の
続
き
ひ
た
す
ら 
臥 
せ
り 
梅  
雨 
の
さ
な
か
を

ひ
ど 

ふ 

つ 

ゆ

若　

葉　

台　

舟
橋　

房
子

君
と
立
つ
足
摺
り
岬
の
朝
明
に
多
年
の
労
苦
を
黒
潮
に
放
つ

野　

　々

下　

増
子　

林
作

絵
手
紙
に
真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ
描
き
つ
つ
君
へ
の
愛
を
伝
え
て
み
よ
う

美　
　
　

原　

森
口　
　

杏

【
評
】
舟
橋
氏　

梅
雨
時
の
う
っ
と
う
し
さ
に
、
目
的
意
識
も
沈
み
が
ち
で
あ
る
。

「
ひ
ど
く
疲
れ
る
」
自
問
自
答
の
臥
床
の
具
体
呈
示
は
、
思
わ
せ
振
り
の
こ
と
も
な
く
、

す
ん
な
り
と
納
得
出
来
、
結
句
が
鮮
明
に
浮
か
ぶ
。
増
子
氏　

君
と
呼
ぶ
妻
と
の
四
国
方

面
へ
の
旅
、
過
ぎ
来
し
方
の
ね
ぎ
ら
い
が
根
底
に
見
え
る
。
原
作
の
四
、
五
句
（
労
苦
を

 
黒  
潮 
に
流
せ
り
）
黒
潮
に
シ
オ
の
読
み
は
無
理
、
又
労
苦
は
心
身
に
附
随
し
た
も
の
で
流

し 

お

す
は
不
可
能
、
そ
の
背
後
に
あ
る
心
の
〈
思
い
を
放
つ
〉
と
発
想
を
変
え
て
文
体
と
意
味

を
整
え
た
。
森
口
氏　

君
へ
の
思
い
を
ひ
た
む
き
に
描
く
リ
ン
ゴ
の
絵
は
甘
く
切
な
い
、

直
截
な
物
言
い
と
若
さ
が
口
語
発
想
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
弾
ん
だ
心
の
出
発
点
、
之
か
ら
物

語
り
の
は
じ
ま
り
か
。

短歌

小
林
稔　

選　

（
流
山
市
前
平
井　

―
７
）

８８

　

蛍

松
ケ
丘　
　

皆
川　

春
安　
　

宵
の
帳
が
静
か
に
降
ろ
さ
れ
て

さ
み
し
い
小
川
の
ほ
と
り

小
さ
な
灯
り

蛍
の
す
が
た
が

ふ
た
つ
み
っ
つ

や
っ
て
く
る

仲
間
を
つ
れ
て

夜
を
明
か
し
に

 
星  
辰 
か
ら
の
訪
問
者

せ
い 
し
ん

そ
れ
と
も

み
仏
に
み
ち
び
か
れ
た

童
子
の
精
霊
か
と

母
に
甘
え
た
童
子
は

に
こ
や
か
に

い
の
ち
を
燃
や
し
て

今
宵
を
い
つ
ま
で
も

詩

【評】涼を求めて川のほとりに立つと、草の繁みに灯る
火がある。蛍の飛び交うさまに、精霊が迷い込んだと昔
の人は考えたようだ。お人形さんのような男の子が母の
袖に顔を寄せ、じっと蛍の灯りに魅入っている。霊界か
らこの世に現われた姿を匂わせている男の子は、私たち
がいつかは帰るふるさとからの来訪者でもあろうか。夏
は死者と触れあう季節である。

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています�

流
山
高
校
が
開
放
講
座

　
流
山
高
校
が
開
放
講
座　 

健
康
ボ
ク
シ
ン
グ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を

健
康
ボ
ク
シ
ン
グ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を　

時
〜　

時
、
８
月
…
９
時
〜

１９

　

時
（
土
曜
は　

時
ま
で
。

１７

１４

日
曜
、
祝
日
は
休
館
）
▽
閲

覧
席
＝
一
般
閲
覧
席
２
０
８

席
※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
７
月
中

は
同
大
学
の
試
験
期
間
中
の

た
め
、
自
習
目
的
の
利
用
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。
な
お
、

予
定
変
更
に
よ
り
休
館
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.edoga

        
 
 
      

w
a

 
 -u.ac.ip/a-lib/

               
）で
確

認
を

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―
４
６
４
６

る
こ
ち
ゃ
ん
の
こ
ん
な
乗
り

方
あ
ぶ
な
い
よ　

安
心
し
て

自
転
車
に
乗
る
た
め
に
」、

「
忍
た
ま
乱
太
郎
の
交
通
安

全
」、「
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け

た
盲
導
犬
」
ほ
か
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ
※
当
日
、
来
場

　

流
山
市
防
犯
協
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
、
防
犯
・
交

通
安
全
・
児
童
福
祉
に
つ
い

て
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
、「
夏
休
み
親
子
映
画
大

会
」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
大
会
は
、
流
山

警
察
署
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
防
犯
協
会
連
合
会
、
交

通
安
全
協
会
、
安
全
運
転
管

理
者
協
議
会
、
交
通
安
全
母

の
会
、
交
通
安
全
活
動
推
進

委
員
協
議
会
、
流
山
市
と
の

共
催
で
開
催
す
る
も
の
で
、

啓
発
映
画
の
ほ
か
、
ア
ニ
メ

等
の
上
映
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

▽
日
程
／
場
所
＝
別
表
の

と
お
り
▽
内
容
＝
「
ち
び
ま

　

飲
酒
運
転
の
追
放
な
ど

飲
酒
運
転
の
追
放
な
ど 

夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施　

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
休休休休休休休休休休休休休休休休休
みみみみみみみみみみみみみみみみみ
親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子
映映映映映映映映映映映映映映映映映
画画画画画画画画画画画画画画画画画
大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会

交
通
安
全
な
ど
楽
し
く
学
ぼ
う

交
通
安
全
な
ど
楽
し
く
学
ぼ
う

を
実
施
し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
、
交
通
量
の
増
加
や

解
放
感
か
ら
の
誘
発
事
故
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
安
全

運
動
は
、
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
通
し
て
、
飲

酒
運
転
の
追
放
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
子
ど
も
や
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
、
自
転
車
の

安
全
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

　

最
近
は
、
自
転
車
の
無
灯

火
や
無
謀
運
転
が
多
く
、
歩

行
者
に
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す
。
自
転
車
の
安
全
利
用

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

　上映日程・場所

時　　間　・　場　　所
期　日

１４時～１６時１０時～１２時

ケアセンター向小金児童センター８月４日�

クリーンセンター野々下福祉会館８月５日�

南流山センター―――――８月８日�

―――――初石公民館８月９日�

―――――北部公民館８月１０日�

相馬ユートピアの予約状況相馬ユートピアの予約状況
　夏休みを相馬ユートピアで過ごしませんか。申し込みは、相馬
ユートピア（�０２４４－３５－６６６６）へ
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６
　予約状況   　　　　　　（７月１２日現在）

３１日３０日２９日２８日２７日２６日２５日２４日２３日
７月

××○○○○○△×

９日８日７日６日５日４日３日２日１日

８月
○△△××△○○○

 
１５日１４日１３日１２日１１日１０日
×××△△○

　○…空き室あり　△…若干空き室あり　×…満室

江戸川大学

第第７７回回姉姉妹妹都都市市交交流流俳俳句句ツツアアーー
　毎年好評の俳句ツアーを企画しました。相馬市の俳句愛好者と
交流を深めてみませんか？奮って、ご参加ください。

日　　程　９月７日�～８日�　１泊２日
コ ー ス
　　　　　文化会館（７：００）－東部公民館（７：２０）－南流山センター

（７：４０）－江戸川台駅西口千葉銀行前（８：００）－相馬ユー
トピア（昼食）－不動尊公園・松川浦（相馬市民と作句）
－相馬ユートピア（泊）

　　　　　相馬ユートピアで句会（終了後に昼食）－流山市内
定　　員　４０人（最少催行人員３０人）
申し込み　電話でコミュニティ課へ
締め切り　８月１５日�※定員になり次第締め切り
問い合わせ　コミュニティ課�７１５０－６０７６

●料金（税込み、１泊４食、交通費を含む）

１２,０００円市　外
１０,５００円６０歳以上の方

市　民
１１,０００円６０歳未満の方

２日目

１日目
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